
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この一年         校長 森 田 和 憲 

 
 早いもので今年度も修了式を迎えました。
一年間のご理解ご協力をありがとうござい
ました。 
 今年は、４０周年を迎え、式典をはじめ
記念事業に対して、多くのご支援ご協力を
いただくことができ大変感謝申し上げます。
「伝統と誇りある学校の創造」をテーマと
した１年でしたが、そのテーマにふさわし
い活動を生徒たちは展開してくれました。
卒業した３年 生もす ばらしい活動 を行い
１・２年生に引き継いで
くれました。３月９日に
行われた三送会では、
１・２年生がその伝統を
見事に引き継ぎすばら
しい取組をしてくれま
した。 
 ４１年目を迎える第
二中学校を引き続きよろしくお願いいたし
ます。 
 
東日本大震災に思う 
 ３月１１日に起きた東日本大震災は、多
くの犠牲者を出し、関東大震災以来の大災
害になってしましました。避難者への支援
が、復興のための支援がいろいろなところ
で始まっています。 
 福島第一原子力発電所の事故を受け福島
県双葉町の人々が、さいたまスーパーアリ
ーナに避難しています。そこには、支援の
ため多くのボランティアの人々が参加して
います。第二中学校の先生の中にも、休日
を利用してボランティアに参加した人がい
ました。平日は、多くの大学生や高校生が
春休みを利用してボランティアに参加して
います。自分たちにできることは何なのか。

それぞれが考え、少しでもできることを自
分から進めるということがボランティアで
す。若い人たちが元気に活動している姿を
見て、頼もしさに感動すると共に自分でで
きることは何なのかを考えさせられました。 

無駄な電気を節約すること、丌必要な買
いだめをせず混乱を避けること、風評被害
に踊らされないことも私たちにできる最低
限のボランティアだと思います。 

さいたまスーパーアリーナで避難対策の
司令塔として働いている埼玉県 武島裕 福
祉部長は、部下に「絶対にＮｏと言うな。
埼玉だっていつ被災するかわからない。」と
念押しをしたそうです。（３月２３日読売新
聞朝刊） 

困難を多くの人で少しずつ助け合って行
くことが私たち一人一人にできることでは
ないかと思います。落ち着いて整然とこの
困難を乗り越えていきましょう。 

 
第二中の生徒会では、自分たちでできる

ことはないかと自分たちで考え、義援金を
募ることにしました。３月１７日・１８日
の二日間、生徒昇降口で、生徒会役員や学
年委員の生徒達が義援金の募金活動を展開
してくれました。３月１７日には 73,717 円、
３月１８日には 84,425 円の協力を得るこ
とができ、現 在ある アルミ缶回収 収益金
14,886 円と併せて計 173,028 円を日本赤十
字社埼玉県支部新座地区に寄付することが
できました。自分のためていた小遣いを募
金のために協力してくれた生徒もいたよう
です。保護者の方にもご協力いただきあり
がとうございました。 

また、二年生の学年委員会では、学年委
員長を中心に、自分たちでも何かできるこ
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とはないかと一生懸命に考え話し合ってい 
ます。少しでも被災者の人たちを応援でき
ないかということから、支援物資を集める
ことや応援の手紙を送ることを検討してい
ます。 

３月１９日に行われた吹奏楽部の定期演
奏会でも保護者の方々が募金活動を行って
くださいました。 

 
 第二中学校の平成１９年度卒業生の岩沢
弘樹君をはじめとするグループが、何か自
分たちに出来る事はないかと考え、仲間を
集めて志木駅前で３月２２日～２４日に募
金活動を行っていました。新座市や警察、
東武鉄道にも正式に街頭募金活動を行うこ
との届け出を行い、きちんと許可を得て実
施しています。先日学校にも活動を行うこ
とを報告に来てくれました。初日には朝７
時から午後３時までの８
時間の募金活動を行い、
７０万円以上の義援金を
集めることが出来たそう
です。二中の卒業生のす
ばらしい活動に感謝し、
誇りに思います。 
 
 

3 月２３日に開幕した第８３回選抜高校
野球大会の開会式の創志学園高（岡山）の
野山慎介主将の宣誓は、被災地を思う心の
こもった言葉にあふれていました。感動し
ました。以下宣誓文です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 月 学 校 行 事 

日 曜 学  校  行  事 

1 金 春季休業日 

2 土  

3 日  

4 月  

5 火  

6 水  

7 木 新 3 年生準備登校 

8 金 始業式 入学式 

9 土  

10 日  

11 月  

12 火 尿検査 

13 水 入学を祝う会 ２年発育測定 

14 木 
１・２年保護者会 

１・３年発育測定 

15 金 ３年保護者会 １年聴力検査 

16 土  

17 日  

18 月 ３年聴力検査 

19 火 眼科検診 

20 水 専門委員会 

21 木 歯科検診 

22 金  

23 土  

24 日  

25 月 埼玉県学習状況調査（2 年） 

26 火 ＰＴＡ総会 専門委員会 

27 水 全校朝会 

28 木  

29 金 昭和の日 

30 金  

 

宣誓。私たちは１６年前、阪神淡路大

震災の年に生まれました。今、東日本大

震災で多くの尊い命が奪われ、私たちの

心は悲しみでいっぱいです。被災地では

すべての方々が一丸となり、仲間ととも

に頑張っておられます。人は、仲間に支

えられることで大きな困難を乗り越え

ることができると信じています。私たち

に今できること。それはこの大会を精い

っぱい元気を出して戦うことです。がん

ばろう！日本。生かされている命に感謝

し、全身全霊で正々堂々とプレーするこ

とを誓います 


